
都市の自然を楽しむライフスタイル
横浜の自然を再発見

➀背景・目的

近年、都市の自然を保護する活動の必要性が重視されています。環境保全だけでなく、無機質な人工

物にはない森林などの自然特有の癒しを人々にもたらしてくれる点が再度注目されているためです。具

体的な方法は以下のようなものが主に考えられます。

・国や などによる自然保護の呼びかけ 環境省の自然再生基本方針 等

・法 条例等による強制的な規制 東京の自然保護条例、大阪の大阪府自然環境保護条例 等

ただし、これらの方法では日常的に普通の人々に当事者意識を持ってもらうことは困難です。そこで敷

居を低くし、身近にできる方法として野外レクリエーションを企画、実行し誰もが参加できる都市の自然

との共存方法を提案することが当プロジェクトの目的です。

➁活動内容の概要

・ミーティング(毎週木曜の昼休みに開催)
新しい楽しみ方を開発

・YNU山菜天ぷらPJ(2018年7月8日に開催)
・都市の魚つりPJ(2018年8月3日に開催)
普及活動 高校生ほか8名を招待

・潮干狩り(2018年5月19日に開催)
・横国でドングリを食べよう(2018年10月27日に開催)
・キャンパスの里山の管理体験(2018年12月8日に開催)
➂今後の可能性

普段私たちは「横浜」という大都市の中で過ごしていますが、一歩身を引いて「横浜」を観察

すると、そこにはまだまだたくさんの美しい自然があることが分かります。そのような自然を

味わうことで、地球の素晴らしさを体感することが出来ます！

■学生：14名(氏名：天野彩加、菊田悠有、荒俣晴香、大川泰弘、宮田祐太郎、大谷瑠、荒牧真哉、
西海純希、松本三千尋、中田大貴、木野寛、諸住健、宮崎怜、関戸一樹 )/ 担当教員：小池文人
■サイト：http://vege1.kan.ynu.ac.jp/lifestyle/

誰もが参加出来る都市の自然との共存方法を模索する

http://vege1.kan.ynu.ac.jp/lifestyle/

